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2.属 性 コー ド表 の再 検 討

　 「固有属性分析 による衣服標本 カタ ログ」(1991年)で 使用 した属性 コー ド表1)は,

A.色 　B.丈 　 C.形 態D.布 地 特 性E.素 材 　F.構 造 技 術　 G.部 位 に分 類 さ

れ,合 計97コ ー ドか らなってい る。

　 われわれは,こ の属性 コー ド表を もちいて分析作業をつづけて きた。 しか し,コ ー

ド数が多 く,判 別 しに くい コー ドもあるので,再 検討 した。前回(1991年 発 行)の カ

タ ログで使用 した属性 コー ド表(以 下,詳 細 コー ド表 と略称す る)か ら,今 回 のカタ

ログで使 用 している属性表(p.22)へ の 変更点 とそ の理 由をのべ る。

　 なお,前 回の カタ ログで使用 した属性 コー ド表,す なわち詳細 コー ド表は,凡 例 の

末尾(p.29)に 掲 載 している。

2.1A.色 マ ー ク

　詳細 コー ド表における色マークでは,中 間色の処理が困難である。 また,広 い面積

を占める色 と誘 目的な色とが必ず しも一致 しない,無 地の判断基準があいまい,な ど

の問題もあって2),前 回カタログでは,複 数の分析者間で判定結果の相違が著 しいこ

とがわかった。 こうした問題点は,色 を数少ないコー ドの組み合わせで表現すること

の限界を しめすものであろう。

　本カタログでは色マークを削除し,こ れに替えて,備 考欄に色名を記入することと

した。備考については,用 語や記述内容の統制をしていないので,機 械検索における

指定対象にはなりえないが,検 索結果の画面上で色情報を伝える手段にはなるので3),

そのまま採用 している。

2.2B.丈 マ ー ク,　 C.形 態 マ ー ク

　 これ らは,い ずれ も概 念規定が 明確で あ り,分 析 コー ドと しては問題 がない。C.

1)大 丸 　1991:53-57

2)以 下実際の作業中に発生する問題点については,最 も多 くの標本分析にあたった山本雅子

　の判断を参考に した。

3)カ ラー写真をつければ,お よその色はわかる。写真は,色 に限らず,多 くの情報を提示す

　 るのであるが,現 段階では,撮 影にかかる労力 とその効果を検討 した結果,撮 影を見合わせ

　ている標本がある。

　　第一に,た たみ重ねて収納 してある繊維製品を,そ れぞれの標本にふさわしく撮影できる

　状態に整えるには,か な りの時間がかかる。第二に,分 析作業者(撮 影の専門家ではない)

　 が撮影しており,色 を言葉で表現する以上の誤差が生 じることもあり得る。

5



国立民族学博物館研究報告別冊　　19号

形 態 マー クは造語 であ るが,一 般 の検索者に も容易 に理 解で きるもの と思わ れ るの

で4),詳 細 コー ド表 の ままで継続す る。 ただ し,C.形 態 マ ークにつ いては,コ ー ド

でな く言葉 であらわす。

2.3D.布 地 特 性 マ ー ク

　詳細コード表におけるD.布 地特性マークには,つ ぎの三つの問題点がある。

　 1.「わずかでもその特性がある場合はマークする」とい う原則

標本の表裏にわたって,く まなく点検 しなけれぽならないため長時間を要するし,ど

の程度までを記すか判断にまよう。「D43(よ ごれ)」「D44(い たみ)」「D51(し わ)」

「D53(の び ・ちぢみ)」 などの判断はとくに難 しい。

　 2.巧 拙を表現できない

一般に検索者のねらいの多 くは,手 工芸的な,あ る程度手のこんだ技術の標本を探す

ことではないかと推察されるが,詳 細 コード表では,簡 単な ミシンステッチにも緻密

な手刺繍にも,お なじマーク 「D36(刺 繍)」 がつけ られる。

　 3.判 別不可能な技法がある

たとえぽ,織 り糸にそって刺繍すると,紋 織 りとの区別はつきにくく,極 端な場合は

どちらの技法をもちいてもおな じものを作 りうる。生産効率をもとめない手工芸的な

技法には,し ばしぼこうしたものがある。

　こうした問題はあるものの,丈 ・形態 ・素材 ・縫製などにはまった く無頓着である

のに,表 面装飾には多大な労力を注いだ標本5)も おおいことをみれぽ,こ のマークを

全面的に削除することは実用的でない。そこで,詳 細 コー ド表の通 り継続す るが,

「分析者が,著 しい特徴をもつと判断 した場合にマークする吻 という前提で作業をす

すめた。検出の網羅性は欠 くものの,該 当の属性をもついくつかの標本をみたいとい

う要求には応えうるであろう。

　なお,本 カタログでは,地 域民族分類が 「日本」の標本についてのみ,D.布 地特

4)展 開衣,円 筒衣などは,一 般にはまった く使用されない造語であるため,既 成概念との混

同はおこらないであろう。しか し貫頭衣など,歴 史的な背景をもつ名称については,注 意が

必要である。大学生活科学部2回 生にたいし,C,形 態 マークの概念規定を説明したのち,

1995年8,9月 撮影分約500点 の標本の写真にコー ドづけさせたところ,問 題なくできた。

5)た とえぽ,衣 服全体にきわめて緻密な刺繍あるいはアプリケがほどこされているにもかか

わらず,裾 は裁ち目のままで,前 後の丈も不均一なブラウス。

6)分 析者による予備知識の相違を補正するため,こ れまでの分析作業でえた事例をとりいれ

た分析マニュアルを作成中である。
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性マー クを掲載 しているが,他 の標本 につ いても付与中であ り,デ ータベースには追

加記入 してゆ く予定である。

2.4　 E.素 材 マ ー ク

　 E.素 材マー クは,詳 細 コー ド表 のままで継続す る。 ただ し,レ ー ヨン(再 生繊維)

は,再 生繊維 と表記す る。 なお,素 材 マー クについては,コ ー ドでな く言葉であ らわ

す。調査方法は,主 な繊維 について,原 則 として顕微鏡観察 と,一 部許 容され る範囲

での燃焼試験に よって判別 した。

　合成繊維については,今 後 の収蔵 品の主流 になると予測 され るため,将 来は細区分

が必要 であろ う。

2.5F.構 造 技 術 マ ー ク

　詳細 コー ド表は,い わゆ る洋服の技術 がいか に 「民族 服」へ浸透 ・拡散 してい った

か,と い う基本 テーマに もとついて設定 され たもので,コ ー ドの設定それ 自体が研究

主題 の一部 であ った。本 カタ ログは,広 範 囲の研究 ・利 用者 のための実用性を重視す

るため,衣 服の概要を しめす最低限の コー ドに絞 った。

2.5.1削 除 す るコー ドとその理由

・F471(セ ッ トイ ン風)

　 詳細 コー ド表 でい うセ ッ トイ ンの定義 は,今 日の洋裁用語 とは異な っているため,

洋裁教育 を うけ てきた検索者 には誤解を まね きやすい。一方,洋 裁教育を うけ てい な

い検索者 に とってはな じみ のない言葉である。

・F60(肩 山 にいせがあ る)

　 縫 い上げ たあ とでは"い せ"の 有無の判定 は困難であ る。

・F11(切 りか えに特色が ある) ,　F31(縫 目に特色が ある),　F72(布 は しの処理や縫

い しろに特色 がある),F74(布 目の扱 いに特色があ る)

　 前回 カタ ログでい う 「特 色」 とは,現 在 の洋裁技法を基準に して,そ の枠外 にある

ものを さす。 しか し言葉 としての 「特色」 はあいまいで,誤 解 を生 じやすい。

　 以下の7コ ー ドは,衣 服 全体 の構造や着装への影響が小 さい こと,ま たは衣服全体

の表裏にわた って くまな く点検す る必要 があ り,作 業負担が大 きす ぎること,の ため

削除す る。

・F32(ミ シ ンで縫 った箇所がある)
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・F40(重 ね 縫い)

・F46(カ ラーがあ る)

・F50(特 定 部分以外にあき,切 れ 目がある)

・F61(肩 山,ウ エス トゾー ン以外にギ ャザ ー,タック,プ リーツがある)

・F62(袖 山にギ ャザー等があ る)

・F73(布 をつ まみ,ま たはたたんで縫 いつけた部分がある)

　 以下の2項 目は,他 項 目か ら類推で きるので削除す る。

・F13(肩 山線に切 りかえがあ る)

　 肩部分の構造につ いての コー ドとしては,他 にF59(肩 傾 斜)が ある。両者 を比較

す ると,肩 傾斜のほ うが衣服全体の構成にあたえる影響が大 きいので,F59を の こ し

てFl3を 削 除す る。

・F78(形 態 を支持す るための,べ つの構造体を もつ)

　 民博標本では,縫 いつけてない構造体には独立 した標本番号が与え られている可能

性が高 く,こ の場合,セ ットであるか ど うか判断で きない。袴 の腰板や,梓,コ ルセ

ッ トの支持物,詰 め物な ど,衣 服に縫い込んであるものな らぽ,衣 服名か ら,そ の存

在を推測することがで きるとお もわれ る。

2.5.2継 続 す るコー ドとその内容

　分析を継続す るのは,つ ぎの11コ ー ドである。 これ らは衣服全体 の構造 への影響が

大 き く,か つ分析すべ き衣服 の部位が特定的である。各 コー ドの概念規定は原則 とし

て詳細 コー ド表に準ず る。下線部は,詳 細 コー ド表 とは異なる範 囲指定であ る。

・Fl2(ウ エ ス トゾーン に切 りかえがある)

　、ウエス トゾーンは広 くとる。 後 ろ身頃 のみ,脇 のみな ど,部 分 的な切 りか えは,

rFl2?」 と記す。 アン ダーバ ス トに達す るよ うなハイ ウエス トの切 りかえは対 象外 と

す る。

・F20(股 ,も しくは袖付けに福 を用 いてい る)

　 四肢の動 きに対応す る部位 のみにか ぎる。身頃のフ レアーパ ターンや,体 側の足 し

布は対象外 とす る。福布の大 小は問わない7も

・F47(袖 がつ いている)

7)詳 細 コ ー ド表 に おけ る櫨 の定 義 は,面 積 の 小 さい ものを 指 し,大 き くな る と 「Fll(切 りか

え に特 色 あ り)」 を マ ー クす る こ と とな って い た。 しか し,先 に述 べ た よ うに"特 色"の 判 断

を要 す る 「Fll」 は 削 除 した。 したが って,こ こに い う福 は,大 き さに関 わ らな い 。
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　袖 の有無は,原 則 として布の切 りかえでな くシルエ ッ トで判定す る。小 さな裁 ち出

し袖 や腕 の通 らない ような袖型 の部分があ る場合は,「F47?」 と記す。袋状の衣服で

布端 が手首 まで達す るような場合で も袖が あるとはみな さない。

・F48(股 ,も しくは袖付け に曲線裁 ちの部分があ る)

　股上が きわめて深い ような場合,あ るいは身幅が広い場合 は,衣 服 と人体 の部分 と

は必ず しも一致 しない。

・F49(バ ス ト,ヒ ップ,肩胛骨 にむか うダー ツがあ る)

　 ダーツとは楔 状に縫い とじた ものにかぎ り,い わゆ るタ ックはこれにふ くめない。

・F59(肩 傾 斜があ る)

　一般 には肩 山切 りかえに ともなって発生す るが,身 頃全体が傾斜 してい る場合 もあ

り,詳 細 は布 目に よって判 断す る。

・F63(ウ エ ス トゾーンにギ ャザー等があ る)

　 ギ ャザ ー等 には タ ックや プ リー ツもふ くめる。下半身着の上端 だけ でな く,上 半身

着の下端 のギ ャザ ー等 も記 す。 ウエス トゴム入 りのギ ャザ ーも記 す。 ウエス トに紐 を

通す部分 がある場合は,rF63?」 と記す。

・F75(上 半 身着 ,も しくは全身着 の身頃が うちあわせ)

　 詳細 コー ド表 では,う ちあわ せの有無は標準体 ボデ ィーに着用 させ て判定 していた

が,着 用者の体型や着用方法に よって うちあわせの程度は大 きく異なる。本 カタログ

では,平 置 きして判定 した。 シングルボタソ程 度以上 の重 な りを,う ちあわせ とみな

す。ただ し,平 置 き した状態では重 な りがな くて も,深 くうちあわせて着用す るよ う

に縫 い付け られた留め具があ るもの8)は 「F75」 と した。

・F76(固 定 的な留め具を もつ)

・F77(非 固 定的な留 め具を もつ)

　 上記二つ のコー ドは詳細 コー ド表 の通 り。す なわち 「固定的な留め具」 とは,ボ タ

ンや フ ァスナの ように,留 め具を留めることに よって,衣 服 の各部分 と人体 の部分 と

の対 応関係がおおむね決ま るもの。 「非固定的 な留め具」 とは,紐 のよ うに,両 者の

対応関係 が流動 的な ものを さす。

・F79(左 右 が非対称 である)

　 身頃の左右のス タイル9)が 極端に違 う場合。標準 と しては,一 般的なチ ョゴ リ程度

8)た とえぽ,左 右の衿と両脇とに紐があって,2対 の紐を結んで着用する半纏。

9)詳 細 コード表では,布 の接ぎ合わせが非対称な場合 も記 していたが,本 カタログでは出来

上がった形が非対称な場合のみ記 した。塵
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であれぽ記 さない。大襟 の旗抱程度の違 いが あれぽ記す。

2.6G.部 位 マ ー ク

　詳細 コー ド表 において,G.部 位 マー クは,　D.布 地 特性 マー クな らびにF.構 造技

術 マークと組み合わせて衣服 の部位をあ らわすための補助 マー クであ った。本 カタ ロ

グで は,D.布 地 特性 マー クは網羅的には付与 しない し,　F.構 造 技術 マ ークはあ ら

か じめ範 囲指定す ることとしたので,G.部 位 マ ークは不要 とな った。

今回の属性表について,詳 細 コー ド表(略記)か らの変更点をつぎの表に対照した。

詳細コー ド表 変 更 点

A.色 マ ー ク

B.丈 マ ー ク

C.形 態 マ ー ク

D.布 地特 性 マ ー ク

E.素 材 マ ー ク

F,構 造技 術 マ ー ク

　 　 11.切 りか えに 特 色 が あ る(×G)

　 　 12,ウ エ ス トラ イン が 切 りか え 線 に よ

　 　 　 　 って 区分 され てい る

　 　 13.肩 山線 に切 りか え が あ る

　 　 20.福 を用 いて い る(×G)

　 　 31.縫 目に特 色 が あ る

　 　 32.ミ シ ンで縫 った 箇所 が あ る

　 　 40.重 ね 縫 い

　 　 46.カ ラー が あ る

　 　 47.袖 が つ い てい る

　 　 471.セ ッ トイン 風

　 　 48.曲 線 裁 ち の部 分 が あ る(×G)

　 　 49.ダ ー ツが あ る(×G)

　 　 50.特 定部 分以 外に あ き等 があ る(×G)

　 　 59.肩 傾斜 が あ る

　 　 60.袖 山 に いせ が あ る

　 　 61.袖 山,ウ エ ス トゾーン 以 外 に ギ ャ

　　　　ザー,タ ック,プ リーツがある

　　 62.袖 山にギャザー等がある

　　 63.ウ エス トゾーンにギャザー等があ

　　　　る

　　 72.布 は しの処理,縫 いしろに特色が

　　　　ある
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削除

変更なし

変更なし

分析者が著しい特徴 と判断したときに記入

変更なし

削除

ラインを ゾーンに変更

削除

四肢の付け根部分にかぎる

削除

削除

削除

削除

変更なし

削除

四肢の付け根部分にかぎる

バス ト,ヒ ップ,肩 肝骨にむか うものにか

ぎる

削除

変更なし

削除

削除

削除

変更なし

削除
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　　73.布 をつまみ,ま たはたたんで縫い

　　　　つけた部分がある　　　　　　　　　　　削除

　　74.布 目の扱いに特色がある　　　　　　　 削除

　　75.身 頃がうちあわせ　　　　　　　　　　 上半身着または全身着にかぎる

　　76.固 定的な留め具をもつ く×G)　 　　　　 変更なし

　　77.非 固定的な留め具をもつ(×G)　 　　　 変更なし

　　78.形 を支持す るための,べ つの構造

　　　　体をもつ　　　　　　　　　　　　　　削除

　　79.左 右が非対称である(×G)　 　　　　　 スタイルの非対称にかぎる

G.部 位マーク　　　　　　　　　　　　　　　　 削除

(猿田佳那子)
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